
第40回全国都市緑化仙台フェア　
未来の杜せんだい2023
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したくなるような印象深い大花壇を目指しました。「仙台七夕
まつりの吹き流し」と「伊達家の水玉模様陣羽織」をデザイン
モチーフにし、開催テーマも表現しました。植栽設計では、
“また来たくなる ”と来場者を魅了させる工夫として、ナチュ
ラリスティックな手法を取り入れたほか、春から初夏の季節変
化を感じられる演出としました。

“仙台ならでは”を体感・体験できるまちなかエリア会場
　仙台駅周辺からメイン会場への中心市街地を「まちなかエリ
ア会場」とし、エリア内各所で花とみどりの修景等を実施しま
した。

「杜の都・仙台」のシンボル的空間のフェア会場づくり
　「杜の都・仙台」のシンボルである青葉山や広瀬川の自然豊
かな “みどりの資源”の魅力をさらに引き上げ、自然や文化・
歴史が織りなす既存の景観と調和したフェアのランドスケープ
を創出しました。仙台城跡からメイン会場を一望できるロケー
ションは仙台フェアの大きな特徴となりました。

“仙台らしさ”のデザインと花の魅力で感動できる大花壇
　大花壇「はなばた飾り」では、魅力溢れる花々の感動を発信

　第 40回全国都市緑化仙台フェア「未来の杜せんだい 2023
～ Feel green!～」（以下、「フェア」とする）は「杜の都から
始まる未来、みどりを舞台に人が輝く」を開催テーマとして、
令和 5年 4月 26日から 6月 18日までの 54日間、開催され
ました。目標数を上回る約 115.7万人（開催期間中・各会場
合計）の来場者がありました。

　定禅寺通ではケヤキ並木を背景に取り込んだフォトスポット
や、ケヤキ並木の緑陰でくつろげる「リバーシブルベンチ」な
ど、仙台のみどりの魅力や価値を更に高め、分かりやすく体感・
体験できるフェアの会場づくりを行いました。

“植物調達・花壇施工・維持管理の一貫体制”への対応
　仙台フェアで組織された「全国都市緑化仙台フェア植物調達
協議会（植物生産・植物流通・造園施工の各団体による）」と、
植栽設計、植物調達・植物施工監理の立場で、継続的に連携を
図り、質の高い花とみどりの演出を行うことができました。
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特 別 賞 作品概要
作品名──────第40回全国都市緑化仙台フェア　未来の杜せんだい2023
所在地──────宮城県仙台市青葉区川内追廻無番地、他
発注───────第40回全国都市緑化仙台フェア実行委員会
設計・監理 ────ライフ計画事務所・環研共同企業体
設計協力 ─────株式会社緑設計・株式会社爽環境計画・株式会社Q-GARDEN
施工───────①株式会社髙工（会場基盤整備工事）
                              ②全国都市緑化仙台フェア植物調達協議会（花壇植栽等）
                               ③宮城県造園芸協同組合（テーマ庭園整備工事）
設計期間─────2021年1月～2022年５月（基本計画・基本設計・実施設計関係業務）
施工期間─────①2022年6月～2023年10月　②③2022年10月～2023年8月
規模───────面積規模　約11ha（メイン会場）、他
主要施設─────　【メイン会場】 青葉山公園追廻地区：テーマ庭園「杜のリビングガーデン」、
                             大花壇「はなばた飾り」　等　西公園南側地区：もりのアスレチック　等
                             広瀬川地区：水辺の花畑　等
                             【まちなかエリア会場】 ブロックサイン、リバーシブルベンチ　等
開催期間─────2023年4月26日～2023年６月18日（54日間）

作品評
　本作品は全国都市緑化仙台フェアにおける基本計画から実施設計にいたる一連
の業務である。緑化フェアは初回の大阪府鶴見緑地での開催以降、公園緑地等
を会場として開催されている。このため、会場となる敷地の状況や環境特性の分
析と、将来像を見据えた展示のための空間を重ねていく計画プロセスが重要とな
る。本作品は仙台平野という広域的な視点を持ちつつ、個々の会場の立地特性を
的確に分析し、それらのポテンシャルを最大限引き出している点が評価される。展
示内容では、メイン会場を彩る大花壇では仙台七夕まつりの吹き流しや伊達家の
陣羽織をモチーフとし、華やかさの中にものびやかな花修景が展開されている。ま
た仙台平野の「居久根の暮らし」から得られる知恵を、現代のライフスタイルに合
わせた親しみやすい庭園として展示している。自治体出展エリアでは、基盤設計
として線路でつなぎ各地を旅行している気分で巡る演出がなされるなど、楽しめる
技術的な工夫や独創性が見られる。個々人の記憶に残るこれらの体験が「未来の
杜せんだい」を形づくる市民活動となって実を結ぶことを期待したい。

①大花壇「はなばた飾り」　②ウェルカムガーデン・竹アーチ　③フォトスポット
ガーデン　④アーバンフォレスト　⑤仙台城跡から見たメイン会場　⑥メイン会
場鳥瞰図　⑦自治体出展花壇「Trip Garden」　⑧青葉山公園追廻地区・川沿
い修景花壇　⑨西公園南側地区・会場装飾　⑩広瀬川地区「水辺の花畑」　⑪
定禅寺通「ブロックサイン」　⑫定禅寺通「リバーシブルベンチ」　⑬青葉通「芝庭」
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